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消費者代表からの意見・アドバイス

˔�ফඅऀにとって生命保険のܖ約内容はしく、ফඅऀと事業
ऀとの間には報格ࠩがଘࡏする。その報格ࠩをຒめる
ために、丁寧なઆ໌が重要である。
˔�૬ஊやۤを受けたࡍ、Ͳのように対応するかが大事である。
ফඅऀがૌ͑るਅ意を理ղし、ݪҼ分ੳ、ൃ࠶ࢭにつな͛
る仕組みͮくりをపఈして΄しい。
˔�2022年4月から成年年ྸの引き下͛が࢝まることも౿ま
͑、今後はए年層へのۚ༥ڭҭにも力を入れて΄しい。

˔高ྸऀとのܖ約においては、ෳ人での面ஊやՈにಉ੮
してもらうなͲ、各社をしながら業務に取り組んでいる
ことが分かった。ಛに、ܖ約࣌に4LZpeをར༻して、本社
でも確ೝが取れるようにしている会社があることは興味ਂ
く感じた。
˔お٬さまにܖ約内容を正しく理ղしてもらうため、一人ひと
りにԊったઆ໌を心がけるとともに、営業職員をはじめとす
るै業員のϨϕルアップがඞ要であると感じた。

˔ಉ業他社の方と報ަができる場はو重だとࢥった。࣌はมԽ
するが、人と人とのつながりは今もੲも大事なことだとࢥった。Ͳれ
だけσジλルԽが進んでも、対面でしっかりઆ໌することの大切さを
実感している。

˔૬ஊ員からお話いただいた、「ফඅऀは保険にՃ入すると、ສが一の࣌
にඞずڅۚが支われるものだとೝ識しており、ফඅऀと事業ऀとの
間に報格ࠩがある」ことを心にཹめ、今後の活動に役立てていきたい。

 参加者からの意見・感想 参加者からの意見・感想

　生保労連では、消費者と組合員との相互理解を深めることを目的として、全国各地で「Ｕ＆Ｕネットワーク」を開催し、消費生活専門相
談員の方との意見交換を行っています。
　今回は、12月11日に大阪地区で、翌12日に高知地区で開催した際の様子をお届けします。

U&Uネットワーク大阪・高知を開催
ユーザー ユニオン

お客さま一人ひとりに沿った丁寧な説明を心掛けよう！
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消費者代表からの意見・アドバイス

˔�֎՟ݐて保険のような仕組みがෳࡶなは、ܖ約ऀ
からのۤがൃ生しやすい。あるఔ度のۚ༥リテϥ
シーを持っていないと、一度のઆ໌で理ղできる人は
গない。ফඅऀのଐ性によってద切な対応を心ֻけ
て΄しい。
˔�各社で取組みをされているとࢥうが、トϥϒルを回ආす
るためにも、高ྸऀとのܖ約࣌にはՈಉ੮で対応い
ただくことを改めてお願いしたい。
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大阪地区  ～消費者と事業者との間にある情報格差をどう埋めていくかが課題～ 高知地区  ～対面で丁寧に説明することの重要性は今も昔も変わらない～

　令和2年度税制改正は、昨年12月12日に取りまとめられた与党「令和2年度税制改正大綱」
により、実質的な決着がはかられました（同月20日閣議決定）。
　重点要望項目である「生命保険料控除制度の拡充」は実現しませんでしたが、国の財政状況
が厳しい中で現行制度が存置されたことは、次年度以降の取組みにつながるものと考えてい
ます。
　また、同じく重点要望項目である「企業年金制度等の積立金に係る特別法人税の撤廃」につ
いても、実現されなかったものの、課税停止措置の3年間の延長がはかられたことは、要望が
一定考慮されたものと考えています。
　加えて、金融庁や立憲民主党、国民民主党の要望に「生命保険料控除制度の拡充」をはじめ
とする生保労連の要望が盛り込まれており、国政・行政内での理解は一定程度進んだものと捉
えています。
　生保労連では引き続き、本大綱を踏まえ、生命保険関連税制の充実に向けて取り組んでまい
りますので、みなさんのご理解・ご協力をお願いします。

令和2年度税制改正が実質的に決着！
～生命保険料控除制度は現行維持、特別法人税の課税停止措置は3年延長～

＜参考＞生保労連の重点要望項目
◎生命保険料控除制度の拡充
国民一人ひとりの将来に向けた自助努力を支援・促進するため、生命保険料控除制度について、
今後の社会保障制度の見直しに応じ現行制度を拡充すること

◎企業年金制度等の積立金に係る特別法人税の撤廃
公的年金制度を補完する企業年金制度（確定給付企業年金制度、厚生年金基金制度）および確定
拠出年金制度等の積立金に係る特別法人税を撤廃すること

　 －所得税法上および地方税法上の生命・介護医療・個人年金の各保険料控除の最高限度額を
少なくとも5万円および3.5万円とすること。また、所得税法上の保険料控除の合計適用限度
額を少なくとも15万円とすること

˞�その他の要߲に関しては、生保労連ϗームϖージ（http���XXX.Miu.or.jp�outMine�taY.htNM）
をごཡください。

京都地区
「くらしと生命保険を語る会」

支援議員の先生方から力強い
メッセージをいただきました！

<北神圭朗先生>
● 生保労連の産業政策課題をみると、生保関連税制は常に財務省から縮小対
象とされ、また銀行業界から銀行窓販に関する弊害防止措置の撤廃要望が
出され、郵政に関しても、かんぽ生命のさらなる業務拡大要望が出される
など、課題は山積している。

● 国民が安心して生活していくために生命保険が果たす役割は重要だ。営業
職員をはじめとする組合員のみなさんが仕事をしやすいように法律や
ルールを整備していくことが私たち支援議員の役割だと考えている。

　生保労連では、生保関連税制の充実や郵政民営化問題、銀行窓販問題等、産業政策諸課題の解
決に向けた取組みを効果的に進めるため、日頃より私たちの政策にご理解・ご協力いただいて
いる支援議員との連携強化に努めています。その取組みの一環として、支援議員と現地の組合員
のみなさんの相互理解を深めるために、支援議員を囲んでの「くらしと生命保険を語る会」を開
催しています。
12月9日には、京都地区において北神圭朗先生、福山哲郎先生にご臨席いただき「くらしと生

命保険を語る会」を開催しました。ご参加いただいた組合員のみなさん、ありがとうございました。

<福山哲郎先生>
●「将来の不安」を「現在の安心」に置き換える生命保険は、様々な分野で国民
の生活保障を充実させる役割を果たしている。国民生活に欠かせない生命
保険をお届けするという組合員のみなさんが果たす役割は非常に大きい。

● また、日頃より地域に根差した活動を通じ、国民が安心して暮らすことが
できる社会の実現に向けて努力をしていただいていることに対し、とても
感謝している。

● 生命保険料控除制度の拡充等、生保労連の諸活動の推進に向け全力で取り
組んでいきたい。

●日頃より、生保労連と連携して生保関連税制の充実や郵政民営化への対応、銀行等による保
険販売問題などに取り組んでいる。

●12月4日にとりまとめた国民民主党の税制改正要望に、党の政策責任者として、生命保険料
控除制度の拡充や死亡保険金の相続税非課税限度額の引き上げなど、生保労連の全ての税制
改正要望を盛り込んだ。引き続き、生活者・働く者の目線から国政に携わっていきたい。

<泉健太先生>※当日欠席されたためメッセージをいただきました
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―組合活動に携わるようになったきっかけを教えていただけますか

委員長から「働きやすい職場環境の整備等、職場の課題解決に一緒に取り組もう」と声をかけていた
だいたことがきっかけです。当時、拠点長として10年という節目の年だったのですが、その間、お客さ
まをはじめ、上司、同僚に本当にお世話になったという思いが強くありました。これも何かの縁だと思
い、これまでお世話になってきた職場のみなさんに少しでも恩返しができればと考え、チャレンジす
ることにしました。

―組合活動に携わったことで経験できたこと、良かったことはありますか

一番感じていることは、一拠点長として働いていた頃に比べ、会社のことを様々な角度から知るこ
とができるということです。また、オルグ等で組合員の方々とお話をすると、職場や会社に対する想い
を強く持ってらっしゃることを実感します。そうした声を会社に伝え、実際により良い方向に変えて
いけることも、組合活動の醍醐味だと思います。

―活動する中で大変なことや難しさを感じることはありますか

私は、組合活動をする上で大切なことは、大きく分けて「意見集約」と「情報発信・共有」の2点だと思っ
ています。意見集約については、組合員から寄せていただくお話をただ聴くのではなく、その背景には
どんな課題があるのか、自分なりに想像を巡らせることを心掛けています。これはなかなか簡単にで
きるものではなく、試行錯誤しながら取り組んでいるのが現状です。
　情報発信・共有については、会社や組合の取組み等を組合員のみなさんに伝える際、私自身の「想い」
の部分をいかに感じていただけるかが重要だと思っています。そのため、わかりやすい言葉を選び、伝
え方を工夫するよう常に心掛けています。

―  明治安田労組さんは女性の執行委員が多い印象を受けますが、女性に
もっと組合活動に参画してもらうためにはどうすれば良いと思いますか

これは女性に限ったことではありませんが、組合を知ってもらえる「きっかけ」
を、いかに多く作るかが重要だと思います。こうした課題認識から現在、当労組
では、組合役員が執行部に入ったきっかけなどを収集した冊子を作成したり、組
合のホームページを作成し、充実をはかるなど、一人でも多くの方に組合活動を
知ってもらうことを意識した取組みを行っています。こうした知る機会をたくさん提供していく地道
な取組みが、より組合活動に参画してもらうためには重要だと思います。

―  最後に、女性組合員のみなさんにメッセージをお願いします

誰しもが、自分の職場環境をより良くしたいと思っているはずです。日々働いている中で「ちょっと
おかしいな」「こうしたいな」と思うことがあれば、ぜひ声を挙げてほしいと思います。それが組合活動
の第一歩に繋がると思います。また、これはあくまでも主観になりますが、実は女性の方が組合活動に
向いているのではないかと感じる面があります。組合活動には、相手の立場に立って親身にお話を聴
いたり、困っていることに向き合って一緒に答えを考えていくなど、きめ細やかな対応が求められま
す。こうした点で、女性が活躍できる場面が多々あるのではないでしょうか。女性のみなさんには臆す
ることなく、ぜひとも組合活動に積極的に携わっていただきたいと思います。

― ありがとうございました。

　本コーナーでは、各組合で活躍する女性リーダーのみなさんに、組合活動に携わるようになったきっかけや、やりがいについてうかがっています。
　第15回目となる今回は、明治安田生命労働組合 中央執行委員の清本美香さんに、これまでの歩みや、今感じていることについて語っていただきました。

明治安田生命労働組合　職場環境改善対策部
生保労連　中央執行委員　 清本　美香さん

清本さんの
OFFスタイル

　食べることが好きで、毎週ビュッフェ巡りをしているという清本さん。週末は「シズラー」や「しゃ
ぶ葉」などのランチビュッフェを楽しんでいるそうです。また、葛西臨海公園などに行き、ゆったり
と泳いでいる魚の姿を見ながらゆっくり一息つくのが清本さんのリラックス法だそうです。

きめ細やかな対応を求められる組合活動には 女性の力が必要不可欠

15Vol.




